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第二章においては、ポリ(パラブェニレンベンゾビスチアゾール) (以下 PBZT) を前駆体ポリアミドの状態でマト























(3)成形プロセス条件によって、 PBZT が直径30nm の微粒子となって分散したものと、直径30"-'60 nm の微細繊維状
となり連続した三次元ネットワークを構成したものの二種類の相構造を有する高分子ナノコンポジット材料を得
ている。これらの各種特性評価を行い、特にナノスケールの三次元ネットワーク構造が材料の機械特性、耐熱性、
化学的安定性を飛躍的に改善し得ることを明らかにしている。
(4)PBZT 前駆体の有するかさ高い側鎖に注目し、強化成分高分子に側鎖を導入することによる連続相の形成効果を
見い出している。
以上のように、本論文は実験結果に基づいてナノスケール高分子プレンド材料製造の新規概念を提示したもので、
この成果は軽量構造材料のみならず光電気機能性高分子材料の分野に対しても貢献するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
